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令
和
８
年
９
月
１
日
（
火
）
療
養
中
の
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部　

畑
中
幸
司
会
長
が
永
眠
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
厚
誼
に
深
く
感
謝
し
、
謹
ん
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
５
日
（
土
）
午
後
12
時
よ
り
、
仏
光
殿
臨
南
寺
会
館
に
お
い
て
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

葬
儀
で
は
、
自
由
同
和
会
中
央
本
部
副
会
長　

上
田
藤
兵
衛　

京
都
府
本
部
会
長
よ
り
弔
辞
を
述
べ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　本日、ここに、ご遺族の皆様をはじめ、ご親族並びに、ご参列の皆様の深い悲しみの
中、自由同和会を代表し、謹んで、哀悼の言葉を申し上げます。
　畑中会長！あまりにも突然の訃報に接し、今なお、深い悲しみと驚きを隠すことがで
きません。
　畑中会長は、長年にわたり「自由同和会大阪府本部」の先頭にたち、同和問題をは
じめ、あらゆる人権問題の解決に、その情熱と信念をもって尽力されて来られました。
　特に、「自由同和会」が、長年にわたり、強く求めてきた「人権擁護法案」の成立に向
けて、共に力を合わせ、共に声を上げ共に歩んでまいりましたね。「人権問題の解決に
終わりはない!」いつもそういって、おられたのは畑中会長でしたね！だからこそ、声なき
声に耳を傾け、差別や偏見によって、苦しむ人 を々一人でも救いたい、という強い信念を
常に胸に抱いておられました。
　時には、喧々諤 と々意見を交わし、時には、共に悩みながらも目指すべき方向は常に
一つでした。「自由同和会」の近畿地方には、京都、大阪、奈良、和歌山、滋賀、兵庫の
仲間がおり、「近畿はひとつ」を合言葉に、互いに支え合い、力を合わせ、全国の先頭を
走ってきました。その先頭には、いつも畑中会長の姿があり、時に、いつも私を支えてく
れました。
　私は京都、畑中会長は大阪、いつも意見を交わし、それぞれの地元で活動を進めな
がら目指すべき方向は同じでした。畑中会長と共に語り合い、共に歩み共に戦ってきた
日々は、私にとって決して忘れる事の出来ない思い出であります。
　今、こうして、お別れの言葉を申し上げていると、「まだまだ共にやらなければ、ならな
い事がある。」そんな思いが込み上げてきます。そう！「人権擁護法案」の成立こそが、
我々のミッションであり、畑中会長は、道半ばで悔しさがあろうかと思いますが、本日、
ご参列の皆様、そして、ご家族と共に畑中会長の思いを実現できるよう頑張りますので
どうかご安心ください。あなたが、生涯をかけて取り組んでこられた人権問題の解決へ
の思いを決して、私たちは忘れません。
　「近畿はひとつ!」これからも、この合言葉を胸に刻み、より一層結束し畑中会長が遺
してくれた志を受け継ぎ力強く歩み続ける事を個々に誓います。
　畑中会長！長年にわたり、本当にありがとうございました。あなたは、大阪の魂、そし
て誇りです。どうか、これまで長きにわたるご労苦を休め安らかにお眠りください。
　私たちは、あなたの志を決して、絶やすことなく、これからも前を向いて歩んで参ります。
　畑中会長の、ご功績に心から敬意と感謝を捧げますと共に、謹んでご冥福をお祈り
申し上げます。
どうか、安らかにお眠りください。

　令和8年9月5日
自由同和会中央本部副会長　近畿ブロック会長

京都府本部会長　上田 藤兵衛
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民
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郎

ご
主
人
の
急
逝
を
聞
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り
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奥
様
は
じ
め
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様
方
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心
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は
い
か
ば
か
り

か
と
お
察
し
申
し
上
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に
、
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故 

畑
中
会
長
の
逝
去
に
際
し
ま
し
て
は
、
多
く
の
皆
様
よ
り
ご
丁
重
な
る
ご
弔
電
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
厚
情
に
対
し
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
こ
に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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